
1 

 

廃棄物処理施設における災害廃棄物の受入基準等の調査について 

 

 

１．調査の目的 

九州ブロック内における災害廃棄物処理を広域的に連携して円滑に進めるため、実際

に災害廃棄物を受け入れることのできる可能性が高い施設をあらかじめ整理できるよう

にすることを目的として、一般廃棄物処理施設及び産業廃棄物処理施設について、災害

廃棄物の受入れ基準に関するアンケート調査（以下、「本調査」といいます。）を行いま

す。 

 

２．調査の対象 

本調査は、一般廃棄物処理施設、産業廃棄物処理施設を対象に行います。なお、調査の

目的を踏まえ、九州ブロック内に数ある施設のうち、一般廃棄物処理施設については施

設の処理対象地域外から災害廃棄物を受け入れたことのある施設、産業廃棄物処理施設

については地域内外を問わず災害廃棄物を受け入れたことのある施設を対象とします。 

 

３．調査の内容 

本調査では以下のような項目を調査する予定です。 

１）一般事項 

・施設の種類、所管、名称、所在地、処理能力など 

２）災害廃棄物の受入支援の経験について 

・受入支援を行った災害、受入元の自治体、受け入れた災害廃棄物の種類、量、受入支援

の期間など 

３）災害廃棄物の受入基準 

・施設で受入が可能な災害廃棄物の品目、当該品目の形状・寸法・荷姿等の条件、搬入量

の条件、搬入車両の条件、混合状態でも受け入れ可能かどうかなど 

４）その他の条件 

・受入支援実現のための条件（協定の有無など）、処理単価の決め方、その他 

 

４．調査スケジュール（予定） 

調査スケジュールは以下のように予定しています。 

 R4.7 R4.8 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1 R5.2 R5.3 

調査対象施設の抽出          

調査票の設計          

調査票の発送・回収          

調査結果のとりまとめ          
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５．調査手法 

調査票（Excel形式・資料 3-2参照）を使用した電子メールによるアンケート調査を予

定しています。 

 

６．ご協力のお願い 

調査対象の一般廃棄物処理施設、産業廃棄物処理施設の抽出にあたっては、各県・市の

ご担当の皆様にご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 


